
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

YAMAKAI NO SATO 令和７年 4月 15日 

No.４４４  

 

   十王地区公

民館 

十王地区 

コミュニティセンター 
ＴＥＬ 0238-85-2102 

ＦＡＸ 0238-85-2122 

４月ですね🌸 

桜はサクラ科と思っている方が多いですが、実はバラ科。「桜切るバカ、梅切らぬバカ」と言うことわざがあります。こ

のことわざの意味は、桜の枝はそのままの状態で切らないほうが、半球の形をした綺麗な姿になると言われていま

す。一方、梅は枝を切ってやらないと立派な花を咲かせないし、実をたくさん収穫することも出来なくなるんですね。

ことわざは先人の知恵ですが、実際に桜の枝を切ると、切り口が腐ってしまって、桜の木に勢いがなくなるそうです。 

新しい目が芽吹くこの季節、入園式、入学式、新社会人を迎えられた皆さんおめでとうございます(*^-^*) 

十王にあるよつばこども園さんでは 4名の可愛いお子さんが入園を迎えました。みんなとっても素敵です！ 

十王コミセンでも地区の方にいただいた桜が満開になりそうです。ひと足先に春を満喫しております。 

これから総会を始め会議や集まりなどで夜の運転が増えるかと思います。くれぐれも運転には気を付けてください

ね。また次号をお楽しみにしていてください！ 
 

 

春爛漫 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区だより ２ 

新

年

度

の
ご

あ

い
さ

つ 

十
王
地
区
自
治
振
興
会
長 

十
王
区
長 

 

小
林 

信
一 

そ
の
他
、
紅
花
ま
つ
り
・敬
老
会
・新
春
懇
談

会
・
し
ら
た
か
雪
紅
り
等
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
や

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
事
業
の
際
に
は
実
行
委
員
の
方
々
、
自
治
振

興
会
、
町
内
長
そ
し
て
十
王
地
区
の
皆
様
に
は

ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

ま
た
、
昨
年
度
は
伊
勢
神
宮
で
の
獅
子
舞

奉
納
及
び
紅
餅
贈
呈
の
際
に
は
、
多
大
な
ご

支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

更
に
平
成
二
十
六
年
の
記
録
的
な
豪
雨
に

よ
り
地
滑
り
が
発
生
し
、
手
水
舎
が
崩
壊
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
度
、
皆
様
方
の
ご
支
援

を
賜
り
再
建
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
重
ね

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

も
う
す
ぐ
、
皇
大
神
宮
の
お
祭
り
で
す
が
、

獅
子
連
の
方
々
も
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

獅
子
舞
を
行
う
所
存
で
あ
り
ま
す
し
、
新
し
い

手
水
舎
を
是
非
見
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。 

今
年
度
も
安
心
安
全
で
住
み
や
す
い
地
域

を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 ご

理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
と
共
に
皆
様
の
ご
健
康
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
年
は
四
月
に
入
っ
て
か
ら
肌
寒
い
日
が

続
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
、
春
の
日

差
し
が
感
じ
ら
れ
る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。 

皆
様
に
は
お
変
わ
り
な
く
ご
活
躍
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

春
の
訪
れ
と
い
え
ば
、
木
々
の
芽
吹
き
や

花
の
開
花
な
ど
、
生
命
が
一
気
に
躍
動
す
る

様
子
が
脳
裏
に
浮
か
ぶ
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

白
鷹
町
の
花
「
こ
ぶ
し
」
そ
し
て
、
桜
回
廊

の
古
典
桜
も
も
う
す
ぐ
見
頃
に
な
る
良
い
季

節
を
迎
え
ま
す
。 

先
日
、
四
月
七
日
に
荒
砥
小
学
校
と
白
鷹

中
学
校
の
入
学
式
に
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
小
学
校
は
三
十
三
人
、
中
学
校
は

百
十
一
人
の
新
入
生
で
み
ん
な
目
を
輝
か
せ

て
希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
の
素
晴
ら
し
い
式

を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

入
学
式
に
参
加
し
、
今
年
度
も
始
ま
っ
た

な
と
再
認
識
し
ま
し
た
が
、
私
も
区
長
を
拝

命
し
て
、
四
年
を
経
過
し
五
年
目
に
突
入
、

昨
年
の
十
王
区
及
び
自
治
振
興
会
の
活
動
状

況
を
思
い
浮
か
べ
て
見
ま
し
た
。 

毎
月
「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
「
子
ど
も
食
堂
」

を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
十
二
月
の
「
オ

レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
に
於
い
て
、
「
二
八
そ
ば
」
を

我
々
宝
前
そ
ば
会
に
て
提
供
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

 

十王コミセン人事異動 
お
世
話
に
な
り
ま
し
た 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

前
事
務
局
長 

青
木
満
里
子 

 

こ
の
度
、
鷹
山
地
区
に
配
属
に
な
り
、
１５
年
間
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
十
王

地
区
を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
立
ち
上
げ
、
十
王
は
な
ま
る
塾
の
開
塾
、
認
知
症

予
防
サ
ロ
ン
・
地
域
食
堂
、
こ
ど
も
食
堂
の
開
設
、
Y

a

m

a

k

a

i
紅

マ
ル
シ
ェ
の
開
催
、
し
ら
た
か
雪
紅
り
へ
の
参
画
等
、
様
々
な
新
規
事
業
に
携
わ

ら
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
、
夏
ま
つ
り
、
レ
ク
大
会
、
駅
伝
、
生
涯
学
習
等
、
地

域
の
皆
様
と
一
緒
に
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
楽
し
い
思
い
出
が
懐
か
し
く
蘇

っ
て
い
ま
す
。 

十
王
地
区
の
皆
様
の
温
か
い
ご
指
導
ご
協
力
に
よ
り
、
た
く
さ
ん
の
こ
と
を

学
び
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
、
楽
し
く
充
実
し
た
１５
年
間
で
し
た
。
関
わ
っ

て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
長
い
間
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

十
王
地
区
の
み
な
さ
ん
は
じ
め
ま
し
て
。 

こ
の
度
、
十
王
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
事
務
局
長
と

し
て
配
属
さ
れ
ま
し
た
桑
嶋
明
美
と
申
し
ま
す
。 

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
地
区

の
皆
さ
ん
、
鈴
木
和
夫
セ
ン
タ
ー
長
、
事
務
局
員
の
五
十
嵐

裕
子
さ
ん
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
が
ん
ば
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！ 

 

 事務局長：桑嶋 

事務局員：五十嵐 
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オ 

レ 

ン 

ジ 

カ 

フ 

ェ 

毎
月
第
一
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
る

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
は
、
認
知
症
予
防
と
交

流
を
兼
ね
た
集
い
の
場
で
す
。 

４
月
３
日
の
回
で
は
、
菅
原
陽
子
先
生

に
よ
る
体
操
教
室
の
あ
と
、
天
ぷ
ら
、
く

き
た
ち
の
お
ひ
た
し
、
炊
き
込
み
ご
飯
な

ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
め
し
あ
が
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
参
加
の
際
は
送
迎
バ

ス
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。 

紅
花
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た 

暖
か
い
春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
紅
花
栽

培
の
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年

も
山
峡
紅
の
里
北
側
と
国
道
沿
い
の
畑
で

紅
花
栽
培
が
行
わ
れ
ま
す
。
取
り
組
む
の

は
、
紅
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
生
産
部
門
改
め

紅
花
生
産
部
会
（
樋
口
部
会
長
）
と
、
産
業

環
境
部
会
（
渡
辺
部
会
長
）
の
２
部
会
で

す
。 ７

月
の
「
半
夏
一
つ
咲
き
」
を
楽
し
み

に
、
部
会
メ
ン
バ
ー
で
協
力
し
合
い
な
が

ら
、
美
し
い
紅
花
畑
を
目
指
し
ま
す
。 

皇大神社祭礼のお知らせ 

『皇大神社へご参拝ください』 

５月３日 夜祭り ご祈祷   午後２時 

獅子出発 午後２時３０分 

獅子道 神社⇒追分⇒天神⇒ 

本宿北側行き（公民館で夕食） 

⇒瀬戸山⇒本宿南側帰り⇒神社 

５月４日 昼祭り ご祈祷   午前９時 

獅子出発 午前１０時 

      獅子道 神社⇒宝前町⇒塩田⇒ 

中十王（公民館で昼食）⇒八卦⇒ 

上野（公民館で夕食）⇒神社 

＊氏子・企業関係の方で、獅子のお休みの 

方、地固めの方は、４月２６日（土）まで町内長 

さんにご連絡下さい。 

十王地区氏子の皆さま、よろしくお願い 

いたします。 

令和７年４月１５日 

皇大神社 氏子総代長 佐藤誠七 

３
月
24
日
、
山
峡
紅
の
里
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
、
十
王
皇
大
神

社
獅
子
舞
奉
納
現
地
撮
影
映
像
の
上
映
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
年
度
末
の
慌
た
だ
し
い
時
期
と
あ
っ
て
、
来
場
・
鑑
賞
さ
れ

た
方
は
少
数
で
あ
り
ま
し
た
。
外
宮
・内
宮
で
の
特
別
参
拝
、
神
楽

奉
納
へ
の
参
道
の
風
景
や
、
獅
子
舞
奉
納
本
番
に
向
け
た
練
習
、

楽
屋
で
の
身
支
度
の
様
子
な
ど
の
映
像
と
共
に
「
勾
玉
池
奉
納
舞

台
」
で
の
３０
分
間
に
及
ぶ
、
厳
か
で
優
し
い
舞
と
勇
壮
で
激
し
い

舞
を
、
約
300
名
の
観
衆
を
前
に
し
て
こ
れ
ま
で
以
上
の
気
迫
で
臨

ん
だ
見
事
な
奉
納
の
全
て
を
、
解
説
も
交
え
な
が
ら
大
ホ
ー
ル
の

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
上
映
内

容
と
同
じ
映
像
が
収
録
さ
れ
た
DVD
も
販
売
さ
れ
、
貴
重
な
記
念

に
も
な
る
と
あ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
の
来
場
者
が
購
入
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 今

年
度
の
前
夜
祭(

5/3)

・
例
大
祭(

5/4)

の
獅
子
舞
も
楽
し
み

に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。  

十
王
皇
大
神
社
獅
子
連 

獅
子
頭 

小
林
康
成 

 

伊
勢
神
宮 

獅
子
舞
奉
納 

映
報
告
会 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症予防サロン・地域食堂 

「十王オレンジカフェ」を開催します 

どなたでもご参加いただけますので、お誘い

あわせのうえぜひご参加ください。お食事の準

備がありますので、ご予約をお願いします。 

日 時 ５月１日（木） 午前 11時～午後１時 

場 所 山峡紅の里 参加費 ２００円   

送迎をご希望の方はお申し込みの際にお知ら

せください。別途協力金３００円程お願いします。 

お申し込み 4月 2３日（水）まで 

山峡紅の里へお願いします。 

℡85-2102 

第 1１期 

十王はなまる塾生徒募集 
 十王はなまる塾では、経験豊富な講師陣（元小

中学校教員）が一人ひとりに寄り添った学習支援

を行います。 

詳しくは下記QRコードを読み込み募集要項を

ご覧ください。入塾のお申し込みをお待ちしていま

す。 

◇対   象   小学３年生～中学３年生 

◇教   科 

小学３年算数、小学４年算数、小学５年算数 

小学６年算数、小学６年英語 

中学 1年数学、中学２年数学、中学３年数学 

◇申込期間   4/1４（月）～4/2５（金） 

◇お申し込み、お問合せ 

十王地区コミュニティセンター ℡85-2102 

 
入塾申込       募集要項 白鷹東駐在所からのお知らせ 

春の行楽における遭難防止 

○ 慣れた山でも家族等に必ず行先を告げて、複 

数名で入山しましょう 

○ 携帯電話を持ち、居場所がわかるようGPS機 

能を有効にしましょう（予備バッテリーも持ちま 

しょう！） 

○ 道に迷ったら来た道を戻り、わからなければ見

晴らしの良い場所で救助を要請しましょう 

○ 急斜面は滑落しやすいので、ヘルメットや命綱

を使用しましょう 

○ 短時間の入山予定でも、食料や水のほか、天 

候の急変に備えて雨具や防寒具を準備しまし 

ょう 

○ クマと鉢合わせを防ぐため、クマ鈴、ホイッス 

ル、ラジオ等を携行しましょう 

○ スマートフォン用の登山アプリやオンライン登 

山届システムを積極的に活用しましょう 

長井警察署  TEL ８４－０１１０ 
白鷹東駐在所 TEL ８５－２０４６ 

  

紅花を植えよう「１戸１鉢運動」 

白鷹町観光協会より、地区の皆様へ栽培用の

紅花の種をいただきました。各ご家庭にお配り致

しますので、ぜひ庭先やプランター 

で紅花の花を咲かせていただき 

たいと思います。 

十王地区を紅花でいっぱいに！ 

春のお花で素敵な玄関に 

健康づくり推進員十

王支部、JA女性部十王

支部のみなさんより、今

年もお花のプランターを

いただきました。どうも

ありがとうございまし

た。 

 


